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株出し甘蕨の収穫時期 と成熟度の関係

雛 壇 秀 一 r･安 和 守 礼 ･久 艮 徳 一

(琉 球 雌 業

.I..まえかき

1963年は19〕4年以来の窮綿の大干ばつに見舞われユ月

2月には捌 犬低瀧に,とる冷腎を受け,しか も甘照の鍾背

l旺盛御肺の 3月, 4月および抜管ITF.塵朋の 5月, 6月,

7月には降雨な くU鞘にm '･明石肝封土機地相では甘源の

心華の一部を期して琳J封ま殆ど枯死寸前状魅になるほど

の髄禅を受け, ノく減収を 来たしたのであるが, 1964年

は全般釦 と秘めて良好な/j<rC象条件に恵まれ,沖縄牌業史

上かって猫柳のない把掛 付な大増産になT),製糖工場に

如ける煉業E]数 も従来の ユ20.日 (i-4月)を2カ月も

数 となってしまった.

この･,たうな戊脚闇の雌兼が廿臓の登熟度から見て合灘

崎であるかどうかを見境めるために甘肺の収穫時畑が甘

酢の成酢 こ及ぼす酵幣を枚 対し,砂糖貿易自由化におけ

る倉珊 l'.3なIニト酢の収和胴の確立の参考に供するために一

心 批r)まとめで繊供し,先声榔酒兄の御批判を樽て,紳 純

L冊f潤筆の発展の-助にもなれば率いである.

Ⅲ.集散柑料地びに方法

琉球地業試験場の摘灰磐丑頓に産育した夏植えの甘鮮

N:Co.310を1963年 2月に切 りとり,その株出し.につい

て釆験した.すなわち,1964年 ユ0月15日か ら且965年 6

月15日までの期間,侮月16馴こそれらの探出しか ら教本

ずっ臥りとり,難を除数したあと,圧 きく率650/Oのテス

トミルで圧き(し,その庶汁の ,.糖度,.遊元糠分を測定

した.

Brixの測定は,採取した試料を細目の金網 (2万日)

でろ過し,Vリソダーに入れて溢出させて10分以上静置

して琉泡督去 り･,土砂を沈降させたあとBrix比璽計で

測放し,.閲噂に液温を観測した後修正した.

掛度はホ-y法によって行ない,還元糖分はメチVソプ

〟-法によって行なった.

甘庶繊維分の測定は蘭接怯 (且963時1月25日改訂~首配船

工場職鹸法)によって行ない,甘騰糖度について も甘燕

蜘工場試験の糖度測定によって求めた.

庶笛収盟の調査については,試験面頓30がの2区制を

採用して就験区全区について:k際より鍬で切 り取 り,鎌

で一斗輩,帖韮およびその他.のき ょう雑物を取 り除いて秤

試 験 場)

虚 し10a.当たりに換算した.

Ⅳ.実験結果および考察

A.衆験時に未38する月別の気象条件,特に気温および降

l滴盛をまとめて過去10カ種平均 と比較してみると籍1

図のとお りである.

11 12 1 2 3 4 5 6T=1

気温は11月の甘鰍の成熟初期は僅かに商かつたが,そ

の後の発動期の 1月,2月,3月はきわめて低 く,成熟

後期の 4月,5月,6月は僅かに低か った.成熟期全

般をとおして過去10･カ年の平均に比較して低 く,甘酢

の成熟にとっては気温条件は強まれた環境にあっナこ.

甘庶の成熟には気温が 割 り合いに低 く, 降雨盈 少

な く,しか も適当な乾燥が必粟条件 とされているが,

沖縄では,-ワィ,イソ ドネV ア,台湾に比較LJて甘

酢の頗 胴に雨盛多 く,従って甘腺の成熟に対して阻

製糖歩留 りが低いのはこのためであると思 う.

しかしながら本実験の実施期間中の降雨勤 ま過去10カ
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第1図 (2)月別降雨量
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第1表 分析結果
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CD
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王…:.2Z 3 .0霊 言1E

3乱 4月は糖度は軌 ､が繊維が多く,成熟後納の5

月,6月は糖度は低いのに対して繊維分は多い傾向を

示している.

(｡)酎 十年Tの純掛率と還元糖との関係

膿汁中における純糖率と還元糖との関係を図示して

みると第 3図のとおりである.

純糠串は,ユ1月から12月までは粗度同様に急激に｣二

斉し,その後はゆるやかで2月を最高にその後4月ま

では僅かに下降して5月以後は急激に下がっている.

還元糖は1月まで急酢 こ下降し2月, 3月は横ばい

を錐侍し,･4月から5月にかけては急激に上音.札,て5

年 (1952-,1962年)の平均に比較して登熟細の12月,

1月お1び豊熟後期の5月に僅かに多く,その他の登

漁期は極めて少なく,甘酢の成熟には過去に比較して

娘良の泉件下にあったものと考えられる.

B.分析結果をまとめてみると舘ユ表のとお[)である.

川甘鮭中の煙塵と繊維分との関係

第1表をもとに甘鮮中の斡度および繊維分の変化を

図示すれば第 2図のとおりである･.この園によれば糖

度は皿月から12月にかけては急激に上昇し,その後⊥

月まではゆるやかで,2月において椴紬こ適し'3月,

4月では僅かに下降して,5月,6月にかけては急激

に下がっている.

捕髄分は11月,12月まではゆるやかで,その後は上

昇して5月に糖度と交叉して6月にかけて上昇してい

る .

成熟初期の11月は糖度および繊維分ともに少なく,壁

熟樹の12月,1月,2月は糖度轟く,繊維分は割合に

少ない.

甘 酢百 分 申

純 糖 率 !繊 維 分

88.65 10.79

92.99 11.38

90.82

糖 度

0

可劉桝呼

笥 112i霊
15.46 14.30

16.851 15.93
t

12.43J 15.49

91.42i 12.471 15.72
88.08. L3loo
88.74 13.04

ユ4.49

1LI.■.76

登23急 呈 三'1.:

月,6月にかけては桝ばい状櫨を伴っている.

登熟糊の2月,3月,は純粕碑拓くしかもJTuJ珊tも州

合に少ない傾向にある.

日月当たt)の Brixに対する純掛率の制令
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第2図 甘戟中の糖度と繊維とのJW榛

11 12 1 2 3 4 5 6月

Br塗廷封する緋鯉準の輿全
月 別

柚 糊 坤

第3図庶汁中の純糖率と遅元槍の関係

11 12 1 2 3 4 5 6月

I I I

ll ｣ 12 LJ J
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I

85.23 88.55 88.65

Brixに対する離断 f S･0 4 f 4･271 4･2gi

21･701 20･90

4

21.10

91.42

1
1

18.46･ 18..03

88.08[ 88.74

4･34I 4･33! 4177f 4･92

% 節4殴IBFixに対する純糠率の割り合い

11 1L) ) 2 3 4 5月

第2表と第 4図をみるとBl･ixに対する鈍糖率は,成熟

後朋の5月.,6月には高く,豊熟朋の12月から4月の

間は低い傾向を示している.

登漁期 (12月- 3月)におけるBrixに対する統轄率

の割合が商いのが望ましいと患われるが,果して萱熟

親における割合が低いのか,不変性のものであるかど

うかこの面については更に検討する必要がある.

国月別のBrixに対する可製糖率の割合

更に月別の Brixに対する可製糖率の削合 (歩留 り係

数)を求めてみると第 3義と第 5図のとおりである.
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第3衰 Brixに対する可製糖率の割合 (歩留り係数)

elこく=~M m -~月~~~真紅｢エリ=

Brix

可 製 糖 率

歩 囲 り 係 数 1

ll i 12 1 1

16･89: 20170i 20'62

二二 二 二二

11 12 J 2 3 4 5 6FJ

凍 5図によれば Brixに対する可製糠率の都合は粘度

および純鹿率同様にエ1月から12月まで急激に上昇して

12月から1月まで横ばいが僅かに下が り, 2月を最高

にその後 3月に下が り,3月, 4月にかけては⊥2月か

ら1月にかけてのそれと同様な傾向Jを示し,4月から

5月にかけては急激に落ちている.

この ことからBr立Xに対する可製糖串の割合は成熟初

期お よび過熱湖は低 く,登執糊は商いことが判然とし

ていLる.

囲月別の可製粉率の変異

月別の可製憶率の変異をみると第 6図のとおりである.
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魁粉工勘にわける庸品としての妙齢のliL･留りa)両l･.杏

る .

砂糖原料としてのけ鼎のLr]如拙率は川 こよって人さ

く粥.なっているがこの制軌にわいでも2月に収縮翫 l七

し既往の臨機戚執拭験の結氷と止く一致している.チ

なわち株出しの甘酢の収機は,2月に行なう･ことが旭

も｣こいと.lu.われる..

仲胴F.仮比血とBri.xとg)鵬 係 は 耶4豪のとかL)でB,)

rJ●
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節4衣 i晒 仮比虚とBrixとの靭擁

.月 別

項 巨l

i
12 1

け此 L反 比 lTi: ユ.C24 1.つ75 1.C43

Erix 18.69 2コ.70 2つ.62

i ,

･(Fl･'.)lr庶政比瓜 水をLとL,1:場合の重さの比

このぷI.t=上れば机中 れこ如けるBrixと･ll･).'tで:仮比蓮と

はLR.l係JJ;:荏-,..kう.'･17.1Liわオー'dJ.

す/亡わら一個紗 月を除'JIでは 払rixが (,lh-7,､彪一肌t-!三の似

比_lr(LI,'lJ'いく上うである. これ:･こついては標本を多く柚

約6& 収腿 朋1旦暮果班主

i EjiヒI

-Jl別

1196的illJjユ引1

12)115日

1965叫1ll-51Brl
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3J甚6｢t

^JJlSFl

6月且6日

6月ユ引1

【

枯死品数串 ミ個Ltu''基数串)

l望 ) 41!;y70)i

0.09 4.16

0.0〕 3.CGf
4

.4一

3

4

1
-

6

1人

3

879
●

5

ユ8.75 . 30.32
i

26.42
1

(注)10a当たり

93..49l
J

1
2 3 4

ユ.062 1.063

21･70 . 2.3･92
】

班して調査し,相朋係数を求めて今後更に検 討 した

しヽ.

C 甘庶収穫期別の庶茎収塁および可製糖塁の変動を厳

封するために行なった結果は第 5表のとおりである.

庶 茎 収 兜

～ (kg)

推量収監脚数 可視糠星指数
8,369 95 ‡ 1,046

8,439 96 1,224

8,525 97 ユ,219

8,.72⊥ 99

88 i 939

86 904

J

この衣によれば,調匙収IiT_圭では収機初期の11月から

漸次J･.井し,3月を個点として4月は僅かに下がり,

5月,6月にかけて急激に低下している.

6月,6月にかけて急激に低下している要因として

は,急激な温度の上昇と両盟に,tる庶園円の湿度の上

狛 こ伴なう生湖畔等封こよる机宛茎が増えることが考え

られる.

和製船虫については,且1月から1別封こかけては急に

珊 6或 月 別此亜収監の変則

＼ 月 別

項 目

実 測 値 (kg)

理 論 値 (kg)

誤 差 (l唱)

ll

8,369 8,439; B,525

8,3691 8,458. 8,525

0

(旺)10a~至かこT)

上昇し,12月から1月にかけては横ばいを保ち,1月

から2月にかけては急に上昇してその後 4月までは横

ばいを伴って;5月,6月になると急激に低下してい

ち.

壕小自乗法により庶茎収量および可製塘豊の理論値

を求めて検討してみると第6表,第 7表および第 7図

のとおりである.
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第 7蓑 可製糖盛の変 異

__項__EL I

実 測 値

熱 論 値

廉
茎
収
量

塞

(注)10

ll

ユ,C46

ユ,C46

ユ2 1 1.--l~~~~~
i,224 1,219

1

i,L･471 i,219

0E +77t o

第 7匝【庶茎状盤並びに可製糖魔の変異

可製糖魔 (寛刑伍)

---一一一-一可製糖盟 概 論値)

一一一一一廉劉 又畳 (実測値)

--一 一一 燕茎収盈 (理論値1
.kg

9,0OC

8.500

8､000

7.500

7,000

一一一二コ＼-_I
＼

ケ~ヤ 早 て

11 12 1 2 3 4 5

可

製
糖
畳

kg

1.竣OO

1,300

2 1 3 1 4 I 5

笥 三芸 鳥 2…::

二 ._二 _ _ニ _･129i 1

丑リ923.工 芸;

.IV.む す び

株出レ削腎の収磯崎銅と成熟の関係を検討した結果,

ユ1月および5乱 6月は庶劉 叉恩および可製糖塵が少な
かった.

沖縄.'･tおいて,製糖歩留りを向上させる方法はいろい

ろあると思うが,原料甘庶の庶汁の純糖寧轟く,.しかも

還元糖少なく,可製粉串の離 ､時期に収穫して工場にお

ける工場歩留りを高め,製造過稗における鮎遊興の低減

をはかることが必聾である.

このためには庶作農家の理解と協力のもとに政府,膿

胞,製糖会社が-灘 となり製鯉開始酢 こ成熟調査を完了

1,2･OO L,熱度の商い庶閲から逐次搬入するような万難を確立

することが沖縄の甘庶機業伸展のために緊急を襲する課

6円

頗峯収虫および可製糖塁について理論値と実測値を

比幌してみると, 5月と6月ではこれの誤差が大きく

開いているの･でこの点についていろいろの帽軍資間が

考えられるので今後の研究課題 としたい.

メ竃ではなかろうか.
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